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研究成果の概要（和文）：バングラデシュで心血管危険因子について調査を行った。危険因子は不健康な食事（86.9％
）たばこ（53.5％）活動量の低下（41.4％）高血圧（28.5％）過体重（24.1％）内臓肥満（19.7％）空腹時血糖上昇（
10.2％）HDL-コレステロール低値（65.7％）総コレステロール高値（35.6％）中性脂肪高値（33.8％）であった。
急性冠症候群の若年の患者の危険因子は、糖尿病（17.4％）高血圧（28.77％）低HDLコレステロール（61.19％）中性
脂肪高値（44.29％）過体重（19.49％）肥満(4.73%) であった。高齢発症の患者の危険因子と較べて違いが見られた。

研究成果の概要（英文）：We found prevalence of important cardiovascular risk factors in Bangladeshi 
population is as follows: (behavioral risk factors); 86.9% unhealthy diets, 53.5% tobacco use, 21.7% 
smoking, 41.4% physical inactivity, 0.7% alcohol consumption; (physical risk factors): 28.5% elevated 
blood pressure, 24.1% overweight, 19.7% abdominal obesity; (cardio metabolic risk factors): 10.2% 
elevated fasting blood glucose, 65.7% low HDL cholesterol, 35.64% raised total cholesterol, 33.8% raised 
triglyceride. % of acute coronary syndrome (ACS) was higher in male compared to female in Bangladesh. The 
prevalence of important cardio metabolic risk factors in young ACS patients in Bangladesh is: diabetes 
(17.4%); hypertension (28.77%); low HDL (61.19%); elevated triglyceride (44.29%); overweight (19.49%); 
obese (4.73%). The prevalence in old ACS patients is: diabetes (24.6%); hypertension (34.42%); low HDL 
(56%); elevated triglyceride (35.79%); overweight (19.14%) and obese (4.46%).

研究分野： 循環器内科
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１． 研究開始当初の背景 
発展途上国において冠動脈疾患は若年層で急速に増
加してきている。しかし、南アジアではその実態は
明らかでない。非伝染性疾患の危険因子からの前調
査では南アジアやバングラデシュにおいては危険因
子の管理に介入することの重要制が示唆されている。
バングラデシュにおける冠動脈疾患の増加の主体は
年齢 45 歳以下であることも一部の報告では指摘さ
れている。これらの若年者の冠動脈疾患への罹患は
家族にとっても社会的にも大きな痛手となる。バン
グラデシュ、南アジア、インドにおいて若年発症の
冠動脈疾患患者の増加は今後も予測されている (ref. 
BMJ, 1999)。 
２．研究の目的 
この研究の目的は若年者の冠動脈疾患の危険因子の
頻度を疫学的に調査し、遺伝的背景を加味した解析
を行うことである。この研究は南アジアにおける初
めての調査であり、これらの地域における危険因子
の実態が解明されることで、危険因子の介入による
是正が効率よく計画されるための基礎データとなり
得る。 
３．研究の方法 
研究 1: 後ろ向き観察研究。この研究は Shahid Ziaur 
Rahman medical college & Hospital (Bogra)の心臓部門
で行われた。2012 年 から 2013 年の 1 年間に冠動脈
造影が行われた 1840 名の冠動脈疾患患者が登録さ
れた。 登録基準は 1) 急性心筋梗塞患者; 2) 不安定
狭心症患者; 3) 安定狭心症患者であった。 除外基準
は 1) 急性感染症患者 2) リュウマチ性心臓弁膜症
患者であった。 
研究 2: ケースコントロール研究。バングラデシュ
における冠危険因子を決定するために計画された。
急性冠イベントを起こした患者と最近冠動脈疾患と
診断された 200 名を対象とした。年齢と性別をマッ
チさせた冠動脈疾患のない健康診断受診者をコント
ロールとした。 
研究 3: 横断研究。バングラデシュにおける冠危険
因子の頻度を横断研究により検討した。すでに報告
されているバングラデシュにおける非伝染性疾患に
おけるデータと比較するために 15 歳から 75 歳の年
齢で比較検討した。多段階ランダムサンプリング法
が用いられた。すべての本試験参加者は書面による
同意を得た。この研究は Health and Disease Research 
Center for Rural Peoples (HDRCRP) （ Dhaka, 
Bangladesh） と National Center for Global Health and 
Medicine（Tokyo, Japan）での倫理審査委員会で承認
された。 
臨床データにおいては受診時に冠動脈疾患の既往、
冠危険因子、服薬履歴が調査された。 生活習慣につ
いては Health and Disease Research Center for Rural 
Peoples (HDRCRP)の地域センターから調査員が派遣
されインタビューをおこなった。インタビュー後に
すべての参加者は地域センターで診察を受けた。身
長、体重、血圧、心拍数、血液データが収集された。
食事内容や身体活動度、ストレススコアは質問紙に
より収集された。 採血は前日晩からの絶食後に行わ
れた。EDTA 添加採血管 15ml 採血し、4°C、3000 回
転で 15 分遠心し、 血清が保存された。血液生化学
分析の一部はバングラディシュで行われた。凍結血
清はドライアイスとともに-80℃で保存され一部は
日本で解析された。  
４．研究成果 
20,030 名の 15 歳以上のバングラデシュ人が横断研
究に登録された。サンプリングデザインは多段階層

別化クラスター法でバングラデシュの都市部および農
村部で行われた。 
冠危険因子の頻度 
生活習慣による危険因子として不健康な食事（86.9%）、
たばこ使用（53.5%）、喫煙（21.7%）、活動低下（41.4%）、
飲酒（0.7%）、身体的危険因子として高血圧(28.5%)、 過
体重（24.1%）、内臓肥満（19.7%）、血液検査からの危
険因子として空腹時高血糖（10.2%）、低 HDL コレステ
ロール血症（65.7%）、総コレステロール高値（35.64%）、
中性脂肪高値（33.8%）であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Figure 1. The prevalence of cardiovascular disease risk factors 
among the participants) 
 
バングラデシュ人における代謝に関する危険因子につ
いて  
男性の 12％および女性の 9.2%に空腹時血糖高値

（7.0mmol/l 以上）が認められた。また、男性の 12.5%
および女性の 16％に糖尿病の家族歴が認められた。 
空腹時血糖の平均値は男女で差がなかった。境界型の
糖尿病の頻度は 12.1％と高かった（男性 10.5％、女性
13.6％）。 
脂質異常症の頻度はこの集団では高かった。高中性

脂肪血症は、33.8%であり、高コレステロール血症は
35.64%に認められた。 
高中性脂肪血症の頻度は男性で 38.9%、女性で 28.6%
であり、有意(p<0.001)に男性で高かった。また中性脂
肪値は男性で 141.2 mg/dl、女性で 124.5 mg/dlであった。
特筆すべきことは低 HDL コレステロール血症の頻度
が、66%と大変高く、男性と比較して女性で 有意に高
かった（78.8％ vs. 52.6%, p<0.001）。 
さらに、急性冠症候群を発症した患者を 45 歳以上と

45 歳未満の 2 群に分けて比較解析をおこなった。45 歳
未満群では 46％に ST 上昇型心筋梗塞を、8.7％に非 ST
上昇型心筋梗塞を、45％に不安定狭心症を認めた。45
歳以上では 62％に ST 上昇型心筋梗塞を、6.8％に非 ST
上昇型心筋梗塞を、31％に不安定狭心症を認めた。 
 
Figure 2. Distribution of STEMI, Non-stemi and unstable 
angina among the patients of acute coronary syndrome in 
current study (A=below 45 years; B=above 45 years) 
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Table 1 に示したように HDL コレステロール以外の
すべての指標は, 45 歳以上の急性冠症候群患者で 45
歳未満の急性冠症候群患者よりも高値を示した。 
 
Table 1 Clinical characteristics of subject with acute coronary 
syndrome among age group (age < 45 years and age >= 45 
years) according to the NCEP-ATP III criteria 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Data are mean ± S.E and t-test for normally distributed data; 
BMI: body mass index; HDL-C: high density lipoprotein 
cholesterol; LDL-C: low density lipoprotein cholesterol. 
 
45 歳未満の急性冠症候群患者の危険因子の頻度は
それぞれ、糖尿病(17.4%); 高血圧(28.77%); 低 HDL
コレステロール血症 (61.19%); 高中性脂肪血症 
(44.29%)、過体重（19.49%）、肥満（4.73%）であっ
た。一方、45 歳以上の急性冠症候群患者の危険因子
の頻度はそれぞれ、糖尿病(24.6%); 高血圧(34.42%); 
低 HDL コレステロール血症(56%); 高中性脂肪血症 
(35.79%)、過体重（19.14%）、肥満（4.46%）であっ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Figure 4. Individual components of metabolic syndrome and 
others parameters among eldest (>=45 years) population of acute 
coronary syndrome patients. TG = Triglyceride; HDL-C = 
High-density lipoprotein cholesterol; BS = Blood sugar; BP = 
Blood pressure, obesity=abdominal obesity 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
いくつかのバイオマーカーについても測定された。
TNF-alphaの血中濃度は急性冠症候群の 45歳以上と 45
歳未満では差はなかった。血管内皮増殖因子（VEGF）
の血中濃度も急性冠症候群の 45 歳以上と 45 歳未満で
は差はなかった。一方、血中アディポネクチン濃度は
45 歳以上の急性冠症候群患者で 45 歳未満と比較して
優位に高値を示した(881.03 ± 117.69, pg/ml vs. 592.11 ± 
72.10, pg/ml; p=0.031)。 
 我々は、南アジアの非伝染性疾患について WHO 
SEARO のホームページと SEARO の報告書よりのデー
タを本研究のデータと比較した。パキスタンについて
は 、 WHO Pakistan 非 伝 染 性 疾 患  profile と 
commonwealth health information のホームページから
データを集積した。 
これらの比較検討により、バングラディシュにおいて

はアルコール摂取以外の他の非伝染性疾患の危険因子は他
の南アジアの国々と比較して中程度から高い頻度を示して
いた（Figure 6）。        Figure 6 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Characteristics Age < 45 years Age >= 45 years P  value 

Subject and prevalence 437/24.02 1382/75.98  

Age (years) 36.43 ± 0.28 55.82 ± 0.22 <0.001 

BMI (kg/m2) 23.44 ± 0.18 22.96 ± 0.10 0.017 

Waist circumference (cm) 81.71 ± 0.44 80.62 ± 0.26 0.038 

Systolic blood pressure (mmHg) 120.39 ± 1.05 123.27 ± 0.63 0.023 

Diastolic blood pressure (mmHg) 75.81 ± 0.65 77.95 ± 0.38 0.006 

Fasting plasma glucose (mmol/L) 5.86 ± 0.11 6.27 ± 0.07 0.004 

Total cholesterol (mg/dl) 181.48 ± 2.48 170.40 ± 1.26 <0.001 

Triglycerides (mg/dl) 159.85 ± 4.05 142.79 ± 1.81 <0.001 

HDL-C (mg/dl) 40.60 ± 0.56 40.43 ± 0.29 0.767 

LDL-C (mg/dl)  109.22 ± 2.34 101.65 ± 1.13 0.002 
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Figure 5 Prevalence of metabolic syndrome among younger and 
older population with acute coronary syndrome  
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Figure 3. Individual components of metabolic syndrome and others 
parameters among younger age (<45years) population of acute 
coronary syndrome patients. TG = Triglyceride; HDL-C = 
High-density lipoprotein cholesterol; BS = Blood sugar; BP = 
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結論 
本研究は、バングラデシュにおける冠危険因子のプ
ロファイルを世界で初めて比較的大きなサンプルサ
イズでの検討とともに報告した。急性冠症候群を発
症した 45 歳以上と 45 歳未満において冠危険因子を
比較検討した。これらの冠危険因子の特徴を踏まえ
た早期診断と早期介入がバングラデシュにおける冠
動脈疾患の予防戦略に役立つと思われる。 
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